
周防大島町議会広報　2022（令和 4年）第 71号1



外
か
ら
目
線

　

大
学
生
が
考
え
る
①

令
和
３
年
度
決
算
①

第
３
回
定
例
会
報
告

民
生
常
任
委
員
会

一
般
質
問
一
覧
表

一
般
質
問　

田
中
豊
文
議
員

竹
田
茂
伸
議
員

一
般
質
問　

山
中
正
樹
議
員

吉
村　

忍
議
員

議
員
活
動
報
告
ほ
か

P2

P4

P6

P8

P10

P12

P14

P16

周防大島町議会広報　2022（令和 4年）第 71号 22

♯特別だったこと
　私は大学３年生で、福岡

県でひとり暮らしをしています。福岡県に来て、

改めて気が付いたことは、家のすぐ近くに綺麗

な海がありすぐ泳げたことや通学時などに地域

の人が声をかけてくれること、知り合いの漁師

さんから新鮮な魚をもらってそれを家で料理す

ることなどが特別だったことです。大学の友達

にこういったエピソードを話すと、とても羨ま

しがられ、誇らしい気持ちになります。

♯人の温かさ
　帰省すると、福岡に帰りたくないと思うほど、

周防大島の地域全体の「人の温かさ」が感じら

れます。そんな周防大島を多くの人に知っても

らう方法を、大学で学んだことから２点考えて

みました。

♯周防大島アプリ
　まず、周防大島のおすすめ観光ルートや宿泊

施設、体験施設などを案内する周防大島独自の

アプリを作ることです。 

　事前によく調べて観光に行っても、目的地へ

の行き方が分からなかったり、目当ての食事処

が定休日でグダグダしてしまったりすることも

よくあります。しかし、アプリと携帯内の地図を

連携すれば、行き方や近くのおすすめの食事処

が分かり、効率的に観光ができると思います。

♯リアルタイム配信
　次に、最初の案も周防大島の素晴らしさを

知ってもらわないことには活用どころかアプリ

の存在自体知ってもらえません。

　そのためには、サイクリング観光の映像や体

験施設のサタフラのリアルタイム配信など、動

画の録画、配信、視聴を１つのスマホ等の端末

でできる現代の技術を活かせば、周防大島の素

晴らしさを知ってもらうきっかけになるのでは

ないかと思います。

 現代技術の活用で 

新
しんじょう

定竜
りゅうのすけ

之介さん（20歳）

近畿大学 産業理工学部

情報学科

（周防大島高校出身）

♯空一面を覆う星空
　私は昨年の春、愛媛大学

に入学し、ひとり暮らしが始まりました。大学

に行って気付いたことは、周防大島で経験して

きた遊びをしたことのない友達が多く、自分の

体験を話すと「そんな遊びをしてみたい」、「羨

ましい」とよく言われます。また、周防大島で

は夜空を見上げたら空一面を覆う星空が見えま

すが、街では騒音も多く、空を見上げても星空

は見えません。

♯農林漁業者の収入を向上
　大学では、1次産業の生産、２次の加工、３

次の販売までを手がけることで、農産物などの

元々持っている価値をさらに高め、それにより、

農林漁業者の収入を向上していくこと(６次産

業化)がとても重要であると教わります。

　周防大島にあてはめると、みかんを使った６

次産業化(ジュースや缶詰)が主流だと思いま

す。６次産業のスキルアップに繋げるために私

が思っているアイデアは２つあります。

♯インパクトで活性化
　１つ目は、インパクトのある商品を販売する

ことです。例えばみかん鍋は、名前と見た目に

インパクトがあるため、テレビや雑誌などの多

くのメディアに取り上げられ、島外から食べに

来る人が多いと思います。そのようなインパク

トのある商品を販売することで、島の活性化に

繋げることが出来るのではないかと考えます。

♯無駄なく活用
　２つ目は、みかんを無駄なく活用することで

す。ジャムや缶詰を作る際に出るみかんの皮

は捨てられることがほとんどだと思いますが、

陳皮にしてお茶を作る・お風呂に入れてみかん

風呂にするなど、さまざまな使用方法が秘めら

れていると考えます。

 ６次産業のスキルアップ 

福
ふくむら

村康
こうりゅう

竜さん（19歳）

愛媛大学 農学部

食料生産学科

（周防大島高校出身）

ないかと思います。
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♯周防大島が好き
　私はこの春、進学のため

上京しました。時折、周防大島での日常を思い

出すことがあります。そのきっかけは、たまに

見る緑豊かな自然を島の風景に重ねていること

に気が付いたときです。それと同時に私が周防

大島に対して持っているイメージは自然豊かと

いうことであり、自然と人情に溢れる周防大島

が好きなことに改めて気付かされました。

♯相手に対する思いやりを思い出す場所
　東京では、知らない人に挨拶する人はあまり

居ないけれど、周防大島では学校から帰宅途中

に、「おかえり」と言ってくれるおばちゃんが

居たり、自分から積極的に挨拶をしていました。

これからもそういった、相手に対する思いやり

を思い出す場所であってほしいです。

　そのためには、人口増加への取組みが欠かせ

ないと思います。私が意外に感じたことは、都

会の人の中には田舎の長閑な雰囲気が好きな人

が多いということでした。

　例えば廃校となる校舎を宿泊施設にして、主

に小学生のいる家族をターゲットにしたイベン

トを開催するのはどうでしょうか？校舎に泊ま

るのは大人にとって子ども時代を懐古する貴重

な体験となるのではないでしょうか。

♯今このタイミングで
　このように周防大島を認知してもらうことか

ら始め、そこから徐々に興味をもってもらう形

が私が今思いつく人口増加の方法です。人口問

題はどうしても成果がすぐに出ないため後回し

にされがちです。ですが、この問題を次の世代

に引き継いでしまっていいのでしょうか。

　時間がかかる問題だからこそ、たった今この

瞬間が取り組むためのベストなタイミングだと

思います。

 人口問題への取組み 

濵
はまおか

岡雅
ま さ き

生さん（19歳）

中央大学 経済学部

経済情報システム学科

（高水高校出身）

♯特殊な学生生活
　私は現在大学２年生で、愛

媛県でひとり暮らしをしています。周防大島に住

んでいた私とはまるで違う学生生活を送っていた

愛媛県の友達の話を聞いたりすると、自分が送っ

てきた学生生活は特殊なんだなと感じます。心優

しい地域の人との交流や、学校終わりに海へ行っ

たり、駄菓子屋で友達とお菓子を食べたりした思

い出は貴重なものです。

♯島を変える若者をつくる
　また、私はずっと周防大島で学生生活を送ってき

たので、一時期、島外の世界を知りたい、もっと色ん

な刺激を得たいと思っていました。きっと同じ思

いをしている学生は少なくないと思います。そん

な人達に刺激を与えられるコミュニティを、大学

生活で培ってきた能力で周防大島につくりたいで

す。なぜなら、そのコミュニティを通して得た刺激

が、島を変えるための若者をつくる、橋渡しの役割

を果たすと考えるからです。

♯島と言ったらコレ！
　現在、趣味で楽曲をパソコンで制作しています。

自分で作ったモノを試したいという意味でも、音

楽イベントを開催したいと考えています。音楽が

嫌いな人はいないし、その音楽を通じて、あらゆる

人々が繋がりをもてたら、何かしらのきっかけに

なると考えます。また、フラダンスを交えたり、

地元の飲食店の出店などを構えたりして、規模の

大きいイベントにし、魅力を伝えつつ、島といった

らコレ！みたいなものを形にできたら、周防大島

を知ってくれる人も増えるでしょう。

♯島に思い入れのある若者が行動
　そのためには、仲間を集め、組織を作り、導く必要

があります。私が大学で学んでいる経営学はそこ

で活きてくると考えます。大学ではマーケティン

グを専攻しており、その知識をイベントのプロモー

ション活動などに活かしていきたいです。周防大

島に思い入れのある若者が行動を起こせば、きっ

と島は良い方向に向かうと考えます。

 若者が行動を起こす 

山
やまさき

崎志
し ゅ う

夢さん（19歳）

松山大学 経営学部

経営学科

（周防大島高校出身）
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　町税が 3.7%減っています。町民税は、１年前の収入が反

映されるので、コロナの影響と思われます。

　特に法人町民税は、前年度比23.2％も減っています。

　固定資産税は、コロナ経済対策で軽減されたため減って

いますが、国から別途補填されています。

　諸収入が増えているのは、貨物船衝突事故の損害賠償金

が約1.3億円入ったためです。

繰出先の内訳

足
一

歳出：143.8億円

白鳥編集委員が解説
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●救急医療体制事業（1,560万円）

一次救急：郡医師会で休祝日の在宅当番医制

二次救急・周産期医療：周東総合病院へ柳井圏域他市町と共同で委託・支援

救急安心センター：救急車を呼ぶか迷った時の相談窓口（県に委託）

●児童福祉（8億 3,100万円）

子育て支援センター運営、保育園運営費補助、保育料補助、学童保育実施、医療費助成

●高齢者福祉（6億 1,404万円）

配食・訪問理美容サービス、はりきゅう等施術費、タクシー料金助成

緊急通報体制整備、老人クラブ活動助成、敬老記念品等贈呈

●交通対策（3,312万円）

防長バスへの補助金、廃止バス路線（奥畑線）代替運行

(廃止バス路線のうち、平野〜油宇、白木〜安下庄は、スクールバスの一般混乗によりカバー)

●有害鳥獣対策（3,020万円）

イノシシなどの捕獲委託料やサル対策費

●ごみ処理（2億 7,481万円）

ごみ収集4,606万円、燃えるごみ1億 5,264万円、その他のごみ4,875万円

（ごみ袋の販売・持込手数料、資源ごみ売却で3,299万円の収入あり）

●古い公共施設の解体（4,401万円）

ピッコロランド、秋地区老人憩いの家、旧久賀歴史民俗資料館、旧森野中学校

＊＊＊こんな事業にこのくらいかけています＊＊＊

歳入：152.7億円
コロナ２年目と１年目の歳入状況比較

R3
152.7億円

R2
164.7億円

12.6 9.9

3.8

2.1

80.6 28.4 12.0 5.4

13.1 11.9 77.2 43.3 12.4 4.8

■町税　　■諸収入　　　■その他　　　　■地方交付税　　　■補助金　　　■町債　　　■その他

（単位：億円）

自主財源 依存財源
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一般会計補正予算 ８億2,107万2,000円を可決

9月22日現在の一般会計総額は、

　149億9,175万1,000円となりました。

令和４年第３回

周防大島町議会定例会
令和４年９月２日～22日(21日間)

藤本淨孝町長
行政報告

提案理由の説明

➡ 荒川政義議長
諸般の報告

➡

賛否が分かれた議案
賛成：〇　反対：●

結　
　

果

山

中

正

樹

栄

本

忠

嗣

白

鳥

法

子

竹

田

茂

伸

山

根

耕

治

岡

﨑

裕

一

田

中

豊

文

新

田

健

介

吉

村　

忍

久

保

雅

己

小

田

貞

利

尾

元　

武

荒

川

政

義

令和３年度決算の認定 ※
賛
否
同
数
の
場
合
は
議
長
が
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一般会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

渡船事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

水道事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

病院事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

請負契約の締結

浮島定住促進住宅建築工事 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○

地家室園地整備事業 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○

※ 他の３特別会計の決算は全会一致で認定されました。他の10議案は全会一致で可決しました。

ワクチン接種事業　　　　5,152万6,000円

オミクロン株対応ワクチン接種に係る費用
　（接種 13,200 件分）

生活支援事業（財源振替）  1,728万2,000円

小中学校給食費の無償化
　（令和４年10月～令和５年３月分）

水道料金を減免　　　　　4,612万7,000円

物価高騰対策の 1 つとして水道使用料の基本
料金を減免（２か月分 2,305円×２期分）

農業経営支援金事業　　　　968万9,000円

生活資材費高騰等の影響により生産コストが
増加している農業者へ経営継続支援金を給付

補正予算の主なもの
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総務文教常任委員会 賛否一覧表
賛成：〇
反対：●

山
中
正
樹

山
根
耕
治

田
中
豊
文

新
田
健
介

小
田
貞
利

荒
川
政
義

久
保
雅
己

一 般 会 計
（所管部分）

○ ○ ● 欠 ○ ○
※

渡 船 事 業　　
　　 特 別 会 計 ○ ○ ● 欠 ○ ○

開催日時：９月７日（水）９時30分から
場　　所：大島庁舎
担　　当：議会事務局、会計管理者（会計課）

総務部、総合支所、教育委員会

※委員長は議事進行のため、賛否表明はしません。

総務部

久保雅己委員長

田中豊文委員

小田貞利委員
荒川政義委員

山根耕治委員

委員長報告の
動画はこちら

　各委員の質疑の一部を紹介します。

教育委員会

教育委員会

令和３年度からふるさと納
税のタイアップ事業者を対
象にした勉強会を開催しま
した。今後も同様の場をつ
くり、事業者の増加や返礼
品の開発を進めたい。

前島航路は年１回、笠佐島
と情島航路は年２回、町内
で上架していますが、浮島
航路は町内に上架できる
船台がないため田布施町
の造船所で年２回ドック
入りという形で対応して
います。

周防大島の教育を担う
管理職の人材育成は大
切なことです。人材を
育てるためにも、ミド
ルリーダーの育成に力
をいれたいと考えてい
ます。なお、現在町内
に在住している校長は
４名です。総務部

ふるさと納税について、令和３年度は高
額の納税があったため、令和４年度は減
少が考えられますが対策はありますか？

宮本常一の足取りを教育に活かす事業、
国際感覚のある人材育成を目指した英語
教育の充実によって、児童生徒にどのよ
うな成果がありましたか？

全国学力・学習状況調査
から分析すると、ふるさ
とを愛する項目では肯定
的な回答の割合は高く、
英語教育に対する関心に
ついても同様の結果が出
ています。

行政連絡船「かささ」を含めた各航路につ
いて、修繕等における上架先および年間の
上架回数等はどのようになっていますか？

郷土愛を育て、地域との信頼関係を築く
ためには、小中学校の校長など管理職は
町内に居住していただきたいが、どのよ
うな考えを持っていますか？

【要望】町内の造船所で対応できるよう考
えていただきたい。
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民生常任委員会 賛否一覧表
賛成：〇
反対：●

岡
﨑
裕
一

山
中
正
樹

栄
本
忠
嗣

竹
田
茂
伸

田
中
豊
文

尾
元
　
武

吉
村
　
忍

一般会計（所管部分） ○ ○ ○ ○ ● ○

※
特
別
会
計

国民健康保険事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
介 護 保 険 事 業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
病 院 事 業 ○ ○ ○ ○ ● ○

開催日時：９月８日（木）９時30分から
場　　所：大島庁舎　
担　　当：健康福祉部、病院事業局

※委員長は議事進行のため、賛否表明はしません。

健康福祉部

健康福祉部

健康福祉部

健康福祉部

病院事業局健康福祉部

吉村　忍委員長

栄本忠嗣委員 尾元　武委員

竹田茂伸委員

田中豊文委員

岡﨑裕一
副委員長

委員長報告の
動画はこちら

　各委員の質疑の一部を紹介します。

社会福祉協議会の緊急小
口・総合支援の資金貸付を
受け終え、非課税世帯相当
の収入以下で求職活動をす
ることを要件に、月額で単身６万円、２人世帯
８万円、３人以上世帯10万円を給付しました。

昨年12月から専属職員が
２名配置されたことで職

場環境は良くなっています。事務は多
いですが、以前ほど残業をすることも
なく、２名で対応できない部分は、班
員で協力して業務を行っています。

町内４支部で定例会を開催、
また、会全体で研修を行って
います。認知症の患者を介護
している方や介護を終えた
方が参加し、相談対応や啓発
を行っています。

大島郡医師会に休日在宅当
番医体制運営を委託し、年間
の開設日数により金額を決
定しています。

新型コロナ対策は、健康増
進課が主管課となり定着し
ていますが、業務上の課題
はありませんか？

新型コロナウイルス感染
症患者の診療、受入れによ
る補助金等で黒字になっ
ているとのことですが、
一般会計からの繰入金は
いくらですか？

新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援事業の
内容は？

一次救急の救急医療体制運営
等は、救急医療で受診した実績
により、金額が決まるのですか？

周防大島認知症を支える会
の活動内容は？

コロナ関連、国民健康保険特別会計を除
いた病院事業に対する町からの繰入金は
14億 7,073万 3,803円ですが、そのほと
んどが病院事業に対する国からの交付金
措置額です。企業債償還金は、交付税措
置額4億 1,111万 3,000円と繰出し基準
により1億 1,624万 6,000円を一般会計
から繰入れています。

【意見】職員の生の
声を聴き、職員の健康を守るためにも、個
別の専門部署を設ける等お願いしたい。
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産業建設環境部

産業建設環境部

産業建設環境部

上下水道部

産業建設環境部

新田健介委員長

岡﨑裕一委員

白鳥法子委員

吉村　忍委員

山根耕治委員

栄本忠嗣
副委員長

トイレ棟と会議室のある
棟を令和６年度に建設予
定であり、令和５年度の
計画段階でおむつ交換台
や授乳室などの設置を盛
り込む方向で考えたい。

老朽化した公営住宅は、
団地全体が空家になっ
た時点で用途廃止とし、
今後は利便性の良い場
所への建て替えを検討
したい。

下水道事業では、利用を
希望される方の宅地内
（原則：1ｍ以内）まで工
事を行います。

基準はあります。年１
回開催している研修会
で周知を徹底したい。

農業者の年齢階層や後
継者の確保状況を落と
し込んだ地図です。地
域の皆さんで地域の農
業をどう守っていくか
を考えるため、農業委
員会やJAにも呼び掛け

賛否一覧表
賛成：〇
反対：●

栄
本
忠
嗣

白
鳥
法
子

山
根
耕
治

岡
﨑
裕
一

吉
村
　
忍

新
田
健
介

一般会計（所管部分） ○ ○ ○ ○ ○
※特

別
会
計

水 道 事 業 ○ ○ ○ ○ ○
下 水 道 事 業 ○ ○ ○ ○ ○

※委員長は議事進行のため、賛否表明はしません。

建設環境常任委員会
開催日時：９月12日（月）９時30分から
場　　所：久賀庁舎
担　　当：産業建設環境部、上下水道部

老朽化した公営住宅の修繕費によるもの
だと思いますが、公営住宅一般管理経費
の対前年度比が 1 千万円以上増額となっ
ています。今後の町営住宅のあり方をど
のように考えていますか？

道の駅のトイレにおむつ交換台や授乳室
を設ける計画はありますか？

人・農地プランのために作成した地図はど
ういうもので、どう活用するのですか？

農業委員会の議案審議について、委員に
よって調査方法がまちまちですが、調査
基準はないのですか？

下水道の引き込みは、町がどこまで施工
するのですか？

委員長報告の
動画はこちら

　各委員の質疑の一部を紹介します。

て、地域での話し合いを、行政が積極的に
かかわり進めていくために活用します。
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藤 本 淨 孝 町長

町の審議会などの議事録の公開について

９
月
20
日（
火
）

一般質問
一般質問の動画は左下のQRコードから

　　　　でご覧いただけます

周
防
大
島
町
議
会
チ
ャ
ン
ネ
ル➡

竹
田
茂
伸
議
員

（
12
ペ
ー
ジ
）

オンライン診療の導入について

温浴施設の料金改定について

ふるさと納税自動販売機の設置について

田
中
豊
文
議
員

（
12
ペ
ー
ジ
）

コンプライアンスについて（4）

栄
本
忠
嗣
議
員

（
11
ペ
ー
ジ
）

雑草・雑木対策を

ＥＶ充電スタンドの増設を

（
14
ペ
ー
ジ
）

吉
村
　
忍
議
員

環境美化活動の推進について

（
14
ペ
ー
ジ
）

山
中
正
樹
議
員

（
13
ペ
ー
ジ
）

久
保
雅
己
議
員

防災・減災対策について伺います

チャレンジできる環境づくり・人づくりを公民連携で！

職員住宅入居対象者の拡大を！

一
般
質
問
一
覧
表

P10

喫緊の課題やまちづくり等の議員主導による政策議論
町民目線で執行部に挑む！ 

８人が登壇

町政を問う！

山
根
耕
治
議
員

（
11
ペ
ー
ジ
）

（
13
ペ
ー
ジ
）

白
鳥
法
子
議
員

アルゼンチンアリについて

期日前投票について

『
検
討
し
ま
す
』
は

　
　
　
追
究
し
ま
す
！
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審
議
会
等
の
議
事
録
の
公
開
は
？

問　

本
町
で
は
多
く
の
審
議
会

や
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
会
議
の
議
事
録
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
非
公
開
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

「
周
防
大
島
町
情
報
公
開
条

例
」
で
は
、
公
文
書
は
個
人
情

報
な
ど
を
除
き
す
べ
て
公
開
す

る
こ
と
と
し
、「
町
民
の
知
る
権

利
」
を
保
障
し
「
町
の
説
明
責

任
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
審
議
会
な
ど
で
話
し
合

わ
れ
た
内
容
は
、
町
民
が
町
の

課
題
を
考
え
た
り
話
し
合
っ
た

り
す
る
際
に
必
要
な
も
の
で

す
。

　

本
町
に
お
け
る
審
議
会
な
ど

の
議
事
録
の
公
開
・
非
公
開
の

基
準
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
後
は
可
能
な
限
り
公
開

答　

議
事
録
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

全
庁
的
に
統
一
さ
れ
た
基
準
は
な

く
、
所
管
部
署
に
お
い
て
判
断
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
趣
旨
や
目
的
に
照
ら
し
、

広
く
住
民
の
方
に
公
開
す
べ
き
と
判

断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
公
開
す
る
方
向
で
、
適
切
に

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

雑
草
・
雑
木
対
策
を

問　

現
在
、
町
内
の
海
岸
沿
い
の
道

路
や
町
道
、
農
道
の
両
脇
に
雑
草
・
雑

木
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
歩
道
が
歩
け

な
い
箇
所
が
増
え
、
交
通
事
故
が
起
こ

る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
観
光

面
で
も
景
観
を
損
ね
て
お
り
、
町
に
よ

る
早
急
な
対
策
や
、
自
治
会
や
団
体
が

取
り
組
み
や
す
い
、
新
た
な
支
援
の
導

入
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

制
度
設
計
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
る

答　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的

な
管
理
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

町
道
等
の
除
草
・
伐
採
等
に
つ
い
て

は
、パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
危
険
個
所

の
把
握
や
安
全
対
策
に
一
層
努
め
、
国

道
・
県
道
の
草
刈
り
等
に
つ
い
て
は
、

山
口
県
へ
要
望
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
会
等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
か

ら
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
の
増
設
を

問　

町
内
に
、１
機
の
み
設
置
さ
れ
て

い
る
公
共
の
Ｅ
Ｖ(

電
気
自
動
車)

充
電

ス
タ
ン
ド
が
故
障
し
、
１
年
近
く
使

用
で
き
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

観
光
客
に
も
環
境
に
も
優
し
い
町

と
し
て
県
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
、

他
の
観
光
施
設
へ
も
充
電
ス
タ
ン
ド

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

充
電
設
備
の
整
備
を
前
向
き
に
検
討

答　

観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
や
、

さ
ら
な
る
脱
炭
素
社
会
へ
の
推
進
に
貢

献
す
る
た
め
、
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ

型
車
両
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
設
置

場
所
や
設
置
台
数
、
充
電
器
の
種
類
、

利
用
の
際
の
課
金
に
つ
い
て
も
考
慮
し

な
が
ら
、
充
電
設
備
の
整
備
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

山
根
耕
治 

議
員

栄
本
忠
嗣 

議
員

一
般
質
問　

山
根
耕
治
議
員

　

栄
本
忠
嗣
議
員

P11

自治会やボランティア

団体による草刈り作業

● 周防大島町情報公開条例 ●

第�１条� この条例は、町民の知る権利を保障するととも

に、町の説明責任を明らかにすることにより情報の共

有化を図り、町民の

町政への参加を促

し、町政に対する理

解と信頼を深め、も

って開かれた町政を

実現することを目的

とする。
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コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
（
４
）

問　

公
共
工
事
に
お
け
る
農
地
法
の

違
反
事
例
に
つ
い
て
事
実
関
係
を
伺

い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
３
月
７
日
に
農
業
委

員
会
か
ら
農
地
転
用
違
反
（
農
地
を
資

材
置
き
場
と
し
て
使
用
）
と
し
て
指
摘
を

受
け
、
４
月
15
日
に
追
認
に
よ
る
農

地
転
用
の
許
可
を
得
た
も
の
で
す
。

問　

農
地
法
に
罰
則
規
定
は
あ
り
ま

す
か
。

答　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

こ
れ
は
違
法
行
為
で
あ
り
、
町

と
し
て
範
を
示
す
た
め
に
も
厳
格
な

対
応
が
必
要
で
は
？

答　

農
業
委
員
会
の
決
定
を
尊
重

し
、
違
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識

し
て
、
全
職
員
に
対
し
て
、
農
地
法

の
周
知
徹
底
を
行
い
ま
し
た
。

問　

固
定
資
産
税
の
誤
徴
収
に
つ
い

て
、
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
自
ら

公
表
し
て
町
の
信
頼
回
復
を
図
る
べ
き

で
は
？

答　

ミ
ス
の
影
響
は
ご
く
一
部
に
と

ど
ま
る
も
の
で
、
納
税
義
務
者
の
方

は
公
表
や
処
分
は
望
ま
な
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
た
め
公
表
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

問　

ミ
ス
を
犯
し
た
者
が
公
表
の
判

断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
公
表

の
基
準
を
定
め
る
べ
き
で
は
？

答　

公
表
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
、

他
の
自
治
体
を
参
考
に
真
摯
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問　

公
務
員
の
兼
業
許
可
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

答　

「
職
務
遂
行
に
支
障
が
な
い
と

き
」
な
ど
の
要
件
を
定
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
自
販
機
の
設
置
を
！

問　

旅
先
で
手
軽
に
ふ
る
さ
と
納
税

が
で
き
る
自
動
販
売
機
が
全
国
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
場
産
業
の
振
興
に
よ
る
町
内
経

済
の
活
性
化
と
財
源
確
保
対
策
と
し

て
早
期
に
設
置
し
、
周
防
大
島
町
へ

の
観
光
客
に
周
知
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
？

慎
重
に
調
査
・
研
究
を
し
た
い

答　

経
費
率
が
寄
附

金
額
の
５
割
を
超
え

な
い
か
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
課
題
も
あ

る
の
で
、
将
来
的
に

実
現
が
可
能
で
あ
る

か
、
先
進
自
治
体
の

導
入
状
況
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
慎
重
に

調
査
・
研
究
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
早
期
導
入
を
！

問　

厚
生
労
働
省
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指

針
」
令
和
４
年
１
月
一
部
改
訂
版
が

発
出
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
普
及

推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
患
者
不
足
、
診

療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
町
立
病

院
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め
、
医

療
需
要
に
対
し
医
師
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
地
域
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入

が
有
用
か
つ
急
務
と
考
え
ま
す
が
？

利
便
性
や
負
担
軽
減
を
検
討
し
た
い

答　

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療

は
、
医
師
の
不
足
す
る
地
域
に
お
い

て
有
用
な
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
流
行
に
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
利

用
さ
れ
る
な
ど
活
用
が

拡
大
し
て
お
り
、
患
者

の
利
便
性
や
負
担
軽
減

に
向
け
様
々
な
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

田
中
豊
文 

議
員

竹
田
茂
伸 

議
員

一
般
質
問　

田
中
豊
文
議
員

竹
田
茂
伸
議
員

P12

農地転用

オンライン診療中
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財
政
縮
小
と
行
財
政
改
革
ど
う
や
る
？

問　

町
長
が
最
優
先
で
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施

答　

事
業
の
選
択
と
集
中
、
収
入
に

応
じ
た
支
出
を
念
頭
に
、財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
れ
に
頼
ら
な
い
予
算

を
編
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

役
場
の
機
構
改
革
や
公
共
施
設
の

効
率
的
な
運
用
、
病
院
事
業
の
再

編
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
で
財
源
確
保
を

問　

行
財
政
改
革
の
た
め
の
財
源
を

町
自
身
が
生
み
出
す
た
め
に
で
き
る

こ
と
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推

進
に
よ
る
寄
附
金
の
獲
得
が
あ
り
ま

す
。
行
財
政
改
革
大
綱
に
あ
る
「
住

民
と
の
協
働
」「
民
間
活
力
の
活
用
」

に
よ
っ
て
、
公
民
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な

こ
と
を
生
か
せ
ば
相
乗
効
果
を
生
む

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、
執

行
部
の
お
考
え
は
？

公
民
で
一
歩
踏
み
込
ん
で
取
り
組
む

答　

昨
年
初
め
て
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業

者
向
け
勉
強
会
を
実
施
し
て
、
手
応

え
を
感
じ
ま
し
た
。
特
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
掘
り
起
こ
し
、
商
品
開
発
、

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
事
業
者
と
連
携
し
、
今
後
は

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

使
い
道
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

問　

寄
附
金
を
原
資
と
し
、
職
員
提

案
事
業
や
住
民
と
の
協
働
を
進
め
る

事
業
に
投
資
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

も
今
後
は
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
た
な
事
業
提
案
方
法
も
検
討

答　

職
員
や
民
間
が
協
働
で
事
業
提

案
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
の
で
、

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

自
然
災
害
に
対
す
る
意
識
を

問　

政
府
は
「
防
災
の
日
」
の
９
月

１
日
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想

定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

町
と
し
て
も
、
自
然
災
害
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
情
報
提
供

答　

平
時
か
ら
災
害
に
備
え
、
自
分

の
家
の
安
全
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、
外
出
時
に
地
震
や
津
波
な
ど
に

遭
遇
し
た
時
の
身
の
守
り
方
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

適
切
な
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
具
体
的
で
わ
か
り
や
す

い
迅
速
な
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と

も
に
、
防
災
訓
練
や
講
演
会
、
研
修

会
な
ど
の
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

避
難
方
法
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
ま
い
り
た
い
。

災
害
時
の
町
の
組
織
の
現
状
は

問　

避
難
所
の
見
直
し
や
災
害
時
の

町
の
組
織
、
自
主
防
災
組
織
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
対

応
を
伺
い
ま
す
。

災
害
種
別
ご
と
に
対
応

答　

昨
年
度
、通
常
開
設
す
る
避
難
所

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

国
や
県
に
よ
る
基
準
や
被
害
想
定
の
見

直
し
が
行
わ
れ
れ
ば
、適
宜
適
切
に
見

直
し
を
行
い
た
い
。

　

災
害
発
生
時
、
ま
た
は
発
生
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
の
対
応
と
し
て
は
、
年
度

当
初
、
災
害
種
別
ご
と
の
参
集
体
制
な

ど
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
全
職
員

へ
周
知
し
て
い
ま
す

　

現
在
73
（
約
47
％
）
の
地
区
で
自
主

防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
結
成
に
向
け
た
協
力
支

援
、
ま
た
啓
発
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

白
鳥
法
子 

議
員

久
保
雅
己 

議
員

一
般
質
問　

白
鳥
法
子
議
員

　

久
保
雅
己
議
員

P13

近年の災害は、激甚化・頻発化
しています。
対策には万全の体制を！

町のふるさと納税

公式Instagram
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ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
状
況
は
？

問　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
現
在
の

状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

特
定
外
来
種
へ
の
対
応
は
早
急
に
！

答　

６
月
に
初
め
て
安
下
庄
の
庄
区

で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
外
来
生

物
へ
の
対
応
と
し
て
予
備
費
を
充
当

し
、
速
や
か
に
庄
区
お
よ
び
隣
接
し

た
地
域
、全
２
２
０

戸
に
対
し
て
一
斉

防
除
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
他
地
域

で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ア
リ
の
生
息
が
確

認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
同
様
に
早
急

な
対
応
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
の
改
革
を
！

問　

期
日
前
投
票
所
と
し
て
移
動
投

票
車
両
を
導
入
し
、町
内
の
東
西
南
北

を
巡
回
さ
せ
投
票
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
し
、ま
た
、期
日
前
投
票
宣
誓

書
を
入
場
券
の
裏
面
に
記
載
し
事
前

に
記
入
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
も
ス
ム

ー
ズ
に
投
票
で
き
る
の
で
は
？

移
動
投
票
所
車
両
は
前
向
き
に
！

答　

高
齢
者
の
投
票
機
会
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。
一
部

投
票
区
で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
伴
い
投
票
管
理
者
や
投
票
立
会
人

の
選
任
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
移
動
投
票
所
車
両
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
村
や
県
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
前
向
き
に

検
討
し
ま
す
。　

入
場
券
は
、
投
票

に
関
す
る
注
意
事
項

や
期
日
前
投
票
の
日

時
お
よ
び
場
所
を
記

載
し
、
周
知
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
大
き

な
混
乱
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
当

面
は
現
在
の
方
法
で

継
続
し
ま
す
。

雑
草
捨
て
場
の
提
供
を
！

問　

夏
場
に
生
い
茂
っ
た
道
路
沿
い

の
雑
草
や
雑
木
に
つ
い
て
、
毎
年
多
く

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
環
境
美
化
活
動
に
取
り

組
み
や
す
く
す
る
た
め
、
刈
り
取
っ
た

雑
草
が
大
量
で
あ
る
場
合
や
ご
み
袋
に

入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
捨
て
場

を
提
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

複
数
の
部
署
と
協
議
・
検
討

答　

環
境
美
化
活
動
を
行
う
団
体
に

は
ご
み
袋
を
渡
し
、
そ
の
収
集
は
収

集
業
者
に
別
途
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
持
ち
込
め
る
よ
う
な
捨
て
場

を
確
保
・
設
置
す
る
こ
と
は
、
不
法

投
棄
の
誘
発
が
懸
念
さ
れ
、
害
虫
発

生
等
に
よ
る
公
衆
衛
生
の
悪
化
が
危

惧
さ
れ
る
な
ど
、
諸
々
の
問
題
が
あ

る
た
め
、
複
数
の
部
署
と
の
協
議
を

も
ち
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
己
負
担
の
軽
減
を
！

問　

地
域
住
民
が
環
境
美
化
活
動
を

よ
り
取
り
組
み
や
す
く
す
る
た
め
、不

慮
の
事
故
の
際
の
保
険
や
用
具
の
貸

与
、燃
料
の
支
給
、除
草
剤
の
提
供
等
、

自
己
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
こ
と
、ま

た
、積
極
的
に
取
り
組
む
団
体
や
個
人

の
表
彰
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

予
算
化
に
向
け
、
前
向
き
に

答　

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
届
出

を
し
た
際
に
は
全
国
町
村
総
合
賠
償
補

償
保
険
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
活
動
を
行
う
団
体
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
、美
し
く
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
る
と
確
信

し
て
お
り
、町
と
し
て
も
活
動
団
体
を

支
援
す
る
た
め
、用
具
の
貸
与
等
を
含

め
た
自
己
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る
制
度

設
計
を
行
い
、来
年
度
の
予
算
化
に
向

け
、前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

山
中
正
樹 

議
員

吉
村　

忍 

議
員

一
般
質
問　

山
中
正
樹
議
員

吉
村　

忍
議
員

P14

高齢者や移動が困難な選挙人へ投票の機会を

町と町民が協働し取り組む機運
が高まることを期待したい。
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7月 4日 山口県離島振興市町議会議長会

第１回臨時会（山口市）

山口県町議会議長会定例会（山口市）

11日 屋内用防災テント寄贈式

12～13日 （長崎県）

山口県離島振興市町議会議長会視察

15日 第 21回柳井地区広域市町議会

議員研修会(柳井市)

16日 サタデーフラ2022オープニング

20日 (東京都）

町村議会の制度・運営に関する

検討委員会
全国町村議員会館臨時理事会

全国町村議会議長会理事会

21日 （東京都）

都道府県会長会全国町村議員会館

臨時評議員会

7月 22日 （東京都）

全国離島振興市町村議会議長会理事会

全国離島振興市町村議会議長会総会

離島議長会令和４年度

第１回離島振興に関する研修会

26日 ハワイ郡議会副議長表敬訪問対応

8月 5日 第 67回山口県市議会

事務局職員研修会（岩国市）

9日 平生町議会運営委員会行政視察対応

26日 議会運営委員会

27日 ハワイ州政府訪問団来県対応

ハワイ州との姉妹提携締結調印式

30日 民生委員推薦会

9月 2日 議会運営委員会

第３回定例会（初日）

7日 総務文教常任委員会

16日 行政・病院事業改革特別委員会

20日 議会運営委員会

第３回定例会（第２日）

全員協議会

22日 第３回定例会（最終日）

7月 5日 決算審査　施設整備課・農林水産課

8日 決算審査　社会教育課・学校教育課

11日 決算審査　総合支所（４総合支所）

　　　　　教育委員会総務課

14日 決算審査　生活衛生課・商工観光課

19日 決算審査　介護保険課・健康増進課

22日 決算審査　総務課・福祉課

7月 25日 例月現金出納検査

（水道事業・下水道事業・病院事業・会計課）

決算審査　政策企画課

27日 決算審査　下水道事業

28日 決算審査　税務課・財務課

8月 5日 決算審査意見書作成打合せ

16日 決算審査意見書作成打合せ

19日 決算審査意見書作成打合せ

29日 例月現金出納検査

(水道事業・下水道事業・病院事業・会計課)

9月 28日 例月現金出納検査

(水道事業・下水道事業・病院事業・会計課)

病院事業局前渡金検査

（病院事業局・大島病院）

新田健介 監査委員
(議会選出）

７月～９月の公務

７月～９月の実施状況

議長執務室

監査委員室

荒川政義 議長

議
長
公
務
・
監
査
員
活
動

P15

今回は「決算審査と今後について」です。

　決算審査も終わり、令和４年第３回定例会に、

一般会計・特別会計決算及び各基金の運用状況の

審査意見書と周防大島町公営企業特別会計決算審査意見書を提出しました。

　約１か月の間に、全課、全事業の決算を審査するので、資料を確認する目

が必要になります。10月からは、令和４年度の定期監査が始まります。まだ

まだ勉強することが多く、大原代表監査委員と共に「虫の目」「鳥の目」「魚

の目」を使い分け、監査を行っていきたいと思います。
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委員長� 吉村　忍

副委員長� 栄本忠嗣

委　員� 山中正樹　白鳥法子　竹田茂伸

� 山根耕治　岡﨑裕一

　９月は、前年度の決算と成果を審議する大切な議会です。予算の

適切な執行がなされているか、しっかりと話し合ったことが皆さま

に届くように編集しました。本紙がお手元に届くころには、とりわ

け暑く長かったこの夏も終わり、秋の気配が濃くなっていると思います。

　作家の開高健と親しかった方から、初めて会った時のはなしを聞いたことがあります。

　作家は、まっ昼間からグラスにウイスキーを豪快に注ぎ、「そうか、君は35歳か。ベトナ

ムでは、30代を『人生の真夏日』とよぶ。どうや、いい仕事してまっか？

いい恋してまっか？この真夏日が、やがて来る君の人生の秋に豊穣な

実りをもたらすんや…君の真夏日に乾杯！」

　自分の30代のころを「あれが真夏日だったのかな？」と思うこと

があります。50代も半ばをすぎた今なお、灼熱の人生の真夏日にい

る気持ちがするのです。

　人生100年時代、人生の真夏日も永くなったのかもしれません。

　この秋が、豊かな秋になりますことを。

議会広報編集特別委員会　委員　　山 根 耕 治

編集後記
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議会広報・議事録を公開しています。

議事録は各図書館にも備えています。

発行／周防大島町議会
 〒742-2192
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編集／議会広報編集特別委員会
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表紙デザイン／新村則人

7月 1日 令和４年柳井地区広域消防組合

議会第１回臨時会（吉村）

11日 令和４年度周防大島町

子ども・子育て会議（新田）

15日 第21回柳井地区広域市町議会

　議員研修会（山中、栄本、白鳥、

竹田、山根、新田、尾元）

8月 9日 平生町議会運営委員会

行政視察対応（栄本、吉村）

23日 山口県町議会議長会広報研修会

（栄本、吉村）

26日 議会運営委員会

27日 ハワイ州政府訪問団来県対応

（山中、白鳥、新田、吉村、尾元）

9月 2日 議会運営委員会

第３回定例会（初日）

議会広報編集特別委員会

7日 総務文教常任委員会

8日 民生常任委員会

12日 建設環境常任委員会

16日 地域活性化・害獣・

防災対策特別委員会

行政・病院事業改革特別委員会

20日 議会運営委員会

第３回定例会（第２日）

全員協議会

22日 第３回定例会（最終日）

27日 議会広報編集特別委員会

29日 議会広報編集特別委員会

議 員 活 動 報 告


